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大規模農業生産における持続可能な農業の実践に向けて

• 80人の生産
に携わる従業
員（全100
人）

• 55台の⾞両
• 90台の農機
• 110台のア

タッチメント
• 10棟の農産

物取扱施設

3,372圃場、約912haの農地
主食用米 66.7ha
飼料用米 158.4ha
稲WCS                           84.8ha
⼩⻨ 165.4ha
大豆 370.1ha
蕎⻨（⼆⽑作を含む）172.1ha
子実トウモロコシ 1.9ha
永年性牧草 44.7ha

（令和5年）

• 現状は、自動操舵装置の活用による精度の⾼い作業と燃料消費削減、将来的にはロボッ
トトラクターの活用による省⼒化と作業効率改善。

• 農業のDX化による労働生産性の向上と1人当たりの耕作管理⾯積の増大。
• 有機物の投⼊量をコントロールすることにより化学肥料の削減（マニュアセンシング）。
• セクションコントロール・自動運転を活用した精度の⾼い農薬防除と農薬量の削減（自

動⾶⾏ドローン、低圧・少量散布が可能な防除機の活用）。
• 環境にやさしい農業の実践と食育の推進（学校給食への供給）。
• ISOBUS、害虫モニタリング、気象予報等のデータの積極的な活用と連携の強化（API連

携）、それに依る気候変動に強い農業の実践。
• ⼟壌図、⼟壌診断、収量マップを活用した効率的な⼟つくりの実践。

クロップシステム（播種から収穫までのＩＣＴ技術をフル活用した機械化農業）の構築と作物生産の最適化を目指す

播種
排水
対策

除草
管理

病害虫
管理 収穫

生育
管理

適期作業 労働生産性の向上 GAP PDCAサイクル

大豆生産におけるICT技術（スマート農業技術）の活用

農研機構
e-⼟壌図II

TOPCON
自動操舵

ヤンマー
収量コンバイン

YH1150A

BASF
Xarvio

HITACHI
GeoMation

ナイルワークス
完全自動⾶⾏ドローン T-20

センシングドローン
P4M

測量用ドローン
P4RTK

ヤンマー
スマートアシスト

GNSSの活用
RTK基地局 QGISの活用

TOPCON
TAP FIELD

SCSK
Siva

遠隔操作草刈機
Agria9600 

レートコントロール
ブロードキャスター

Bogballe M2W

（開発中のものを含む）

農研機構
診断に基づく栽培改善
技術導⼊マニュアル
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ご清聴あり
がとうござ
いました

連絡先（お問い合わせ先）
• 株式会社 ⻄部開発農産 生産部
• 清水 一孝 / Shimizu Kazutaka

• 〒024-0335  岩⼿県北上市和賀町後藤1地割333番地
• TEL: 0197-73-6471   FAX: 0197-73-6475

• Email :  k_shimizu@seibu-kaihatsu.jp

• URL ︓ http︓//www.seibu-kaihatsu.jp

本報告の⼀部は、農林⽔産省「スマ−ト農業実証プロジェクト(スマ−ト農業産地形成実証)」(事業主体：国立
研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構)の支援により実施されました。
コンソーシアム名：ICT利用による東北地域における畑作物(⼤⾖・⼩⻨)収量向上サービスの実証・実装


